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大講堂設置機器一覧

◎音響関係

・有線マイク×４本（常設２本）

・無線ハンドマイク×６本

・無線タイピンマイク×６本

・マイクスタンド（床上、卓上）

・延長用マイクケーブル

・CDプレイヤー

・音響ミキサー

◎映像関係

（調整室）

・VHSデッキ

・BD/DVDプレイヤー

・外部入力（HDMI、RGB）

・プロジェクタ

・カメラ収録ワゴン

（舞台操作卓）

・BD/DVDプレイヤー

・外部入力（HDMI、RGB、コンポジット）

・教材提示装置
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◎照明関係

・照明操作卓

（客席）

・客席照明

・通路照明

・壁ブランケット照明

・間接照明

（舞台）

・ベースライト

・シーリングライト

・サスライト

◎舞台吊物関係

・化粧扉

・バトン

・引割緞帳

◎その他

・大型スクリーン



① 主電源、HDMI、RGB端子

② スイッチャー

③ プロジェクタ

④ 音響調整

⑤ CDプレイヤー

⑥ 照明操作

⑦ BD/DVD、VHSデッキ

調整室について
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③

⑥
④ ②

⑦

①

⑤



①調整室内の「ラック主電源」を
押します。
音声ミキサー、音響ワゴンに電源
が入ります。

調整室機器の電源入切について

③プロジェクタの「ＰＯＷＥＲ ＯＮ」を押し
ます。

②照明操作盤の電源を入れます。

使用後は１～３の電源をきってください。
※プロジェクタは「STAND BY」を２回押すと電源が切れます。

音声ミキサー 音響ワゴン

必要に応じて照明操作盤、プロジェクタの電源を入れてください。
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舞台吊物関係の操作について

①下手側舞台袖にある吊物機構操作盤に「電源鍵」を差し込み、ONにしたあと「電源」ボタンを押
します。

②使用する設備のボタンを押します。

・化粧扉の開閉
・バトンの昇降
・サスライトの昇降
・ボーダーライトの昇降
・引割緞帳の開閉
・シーリングライトの昇降

③装置の操作を行います。
「S」ボタンを押すと停止します。

注：化粧扉の開閉、バトンの昇降を行う際は、必ず操作前に人や障害物がないか
を確認してから操作を行ってください。

※化粧扉、引割緞帳の開閉は
調整室でも操作することが可能
です。

④使用後は必ず「電源鍵」回し、OFFにしてください。
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映像機器

１：ステージの化粧扉を操作してスクリーンの準備をします。（５ページ参照）

２：プロジェクタの電源を入れます。（４ページ参照）

①調整室内の「ラック主電源」を押します。

③調整室内のプロジェクタの「ＰＯＷＥＲ ＯＮ」を押します。

●ケーブル

④プロジェクタに映像を写す場合： 内で接続した端子にあったボタンを押します。
操作卓 確認用モニターに映像を写す場合： 内で接続した端子にあったボタンを押します。

プロジェクタ

操作卓
確認用モニター

調整室

②調整室内のスイッチャー「操作卓より」の列のボタンを押
します。

舞台

②舞台上の卓にある「ワゴン主電源」を押します。
切替ランプの「舞台袖」が点灯していることを確認します。

①化粧扉の開閉でスクリーンを準備します。
（５ページ参照）

③接続ケーブルは操作卓上のもの（パネル）と、操作卓内部から伸びているもの（ケーブル）があ
ります。使用する端子（HDMI、RGB、コンポジット）をPCに接続してください。

●パネル

PCの投影方法（舞台から操作を行う場合）
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①

②
③

①

②③④



１：ステージの化粧扉を操作してスクリーンの準備をします。（５ページ参照）

２：プロジェクタの電源を入れます。（４ページ参照）
①調整室内の「ラック主電源」を押します。

使用する端子（HDMI、RGB）をPCに接続してください。

③調整室内のプロジェクタの「ＰＯＷＥＲ ＯＮ」を押します。

調整室

②接続した端子に合わせ、調整室内のスイッチャー「調整
室 HDMI（パネル）」または「調整室 RGB（パネル）」の列の
ボタンを押します。

舞台

①化粧扉の開閉でスクリーンを準備します。
（５ページ参照）

PCの投影方法（調整室から操作を行う場合）

RGB

HDMI

映像機器
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①

②
③

①



１：ステージの化粧扉を操作してスクリーンの準備をします。（５ページ参照）

２：プロジェクタの電源を入れます。（４ページ参照）

①調整室内の「ラック主電源」を押します。

③調整室内のプロジェクタの「ＰＯＷＥＲ ＯＮ」を押します。

③教材提示装置を写す場合： のボタンを押します。
BD/DVDを写す場合： のボタンを押します。

調整室

②調整室内のスイッチャー「操作卓より」の列のボタンを押
します。

舞台

②舞台上の卓にある「ワゴン主電源」を押します。
切替ランプの「舞台袖」が点灯していることを確認します。

①化粧扉の開閉でスクリーンを準備します。
（５ページ参照）

BD/DVD、教材提示装置の投影方法（舞台から操作を行う場合）

教材提示装置

BD/DVDプレイヤー

映像機器
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①

②
③

①

②③④



１：ステージの化粧扉を操作してスクリーンの準備をします。（５ページ参照）

２：プロジェクタの電源を入れます。（４ページ参照）
①調整室内の「ラック主電源」を押します。

④調整室内のプロジェクタの「ＰＯＷＥＲ ＯＮ」を押します。

調整室

②使用用途に合わせて、調整室内のスイッチャー「調整室
BD/DVD」または「調整室 VHSデッキ」の列のボタンを押し
ます。

舞台

①化粧扉の開閉でスクリーンを準備します。
（５ページ参照）

BD/DVD、VHSの投影方法（調整室から操作を行う場合）

③BD、DVD、VHSを入れます。

BD/DVDプレイヤー

VHSデッキ

映像機器
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①

②
④

③

①



プロジェクタの映像を一時的に映さないようにする方法映像機器

調整室で操作する場合

①プロジェクタとリモコンをリモコン
ケーブルで接続します。

② のタグが付いた
「SHUTTER」ボタンを押します。

MUTE

※再度押すことで投影が再開され
ます。

舞台で操作する場合 調整室のプロジェクタとリモコンケー
ブルを接続します。
※リモコン側は抜いてください。

①下手側舞台袖にある端子盤の
「VPリモコン」とリモコンをリモコン
ケーブルで接続します。

② のタグが付いた
「SHUTTER」ボタンを押します。

MUTE

※再度押すことで投影が再開され
ます。
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①

②

① ②



音響機器 マイクの使用方法

ワイヤレスマイクのハンド型とタイピン型各６本には、青、赤、黄、緑、橙、紫色の色分けラベルが
貼付されており、番号が振り分けられています。音量調整の際に参考にしてください。

青 赤 黄 緑 橙 紫

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

ワイヤレスマイクのハンド型とタイピン型のラベルが同色のものは同時使用はできません。
最大で６本まで使用することができます。

音声ミキサーの「ワイヤレスマイク使用本数選択」のボタンを押すことで、ハンド型とタイピン型を
それぞれいくつ使用するか決定することができます。

7 8

タイピン型 ６本
①､②､③
④､⑤､⑥

５本
②､③､④
⑤､⑥

４本
③､④
⑤､⑥

２本 ⑤､⑥ １本 ⑥ ０本

ハンド型

3 4 5 6

６本
①､②､③
④､⑤､⑥

①､② ４本
①､②
③､④

５本
①､②､③
④､⑤

０本 １本 ① ２本

(注) ハンド型３本、タイピン型３本を使用する設定はありません。

有線マイクは最大４本使用することができます。

有線マイク①：下手(舞台左側) ① 舞台 AV操作卓の有線マイク
有線マイク②：下手(舞台左側) ②
有線マイク⑤：上手(舞台右側) ①
有線マイク⑥：上手(舞台右側) ②
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Sheet1

				音声機器の使用方法

						準備



				機器収納架の「ラック主電源」を入れます。

				(注)「音声ミキサー」、「音響ワゴン」に電源が入ります。

				　　　機器収納架 ﾗｯｸ主電源								　　　音声ミキサー						　音響ワゴン

				Ⅰ　有線マイク、ワイヤレスマイクについて



						有線マイク						ハンド型　　 　　タイピン型

												ワイヤレスマイク 

				・有線マイクは、口元から１０ｃｍ離して話します。風防を手で覆わないで使用します。

				・タイピン型ワイヤレスマイクは、ネクタイや襟に取付けて使用します。 エリ トリツ シヨウ



				ワイヤレスマイクのハンド型とタイピン型各６本には、青、赤、黄、緑、橙、紫色の色分けラベルが イロ ワ

				貼付されています。音声ミキサーのフェーダー①～⑥にも色分けラベルが貼付されています。



				ﾜｲﾔﾚｽﾏｲｸ色別表示				ページ選択		青		赤		黄		緑		橙		紫

				ワイヤレスマイク				A		①		②		③		④		⑤		⑥

				有線マイク				B		①		②		③		④		⑤		⑥

												ワイヤレスマイクのハンド型とタイピン型で、色分け

												ラベルが同色のものは、同時使用はできません。

				　 ①　　②　 ③　 ④　 ⑤　　⑥

				　　　　　音声ミキサー

						ハンド型　　　　　　　　　　　　　タイピン型　　　　　　　　　　　　充電中

						ワイヤレスマイクの色別表示（左から１～６）



				（注1）  使用後は、必ず充電器にワイヤレスマイク本体を挿して充電してください。



				Ⅱ　ワイヤレスマイクの使用方法　

				１．準備　機器収納架の「ラック主電源」を入れる。

				２. 音声ミキサーの「ページ選択」 の「ページA」のスイッチを押します。スイッチランプが点灯。

				３．ワイヤレスマイクは、最大６本同時使用できます。

				４．音声ミキサー「ページ選択」の右側に「ワイヤレスマイクの使用本数選択スイッチ」があり、 ガワ

				　　ワイヤレスマイクを使用する際のタイプ別選択スイッチになっています。 シヨウ サイ ベツ センタク

				(注) ハンド型３本、タイピン型３本を使用する設定はありません。



				・９番スイッチは、すべてのハンド型ワイヤレスマイクの音量調整ができます。

				・１０番スイッチは、すべてのタイピン型ワイヤレスマイクの音量調整ができます

						　音声ミキサー						ワイヤレスマイク使用本数選択スイッチ シヨウ ホンスウ センタク

												選択　　　　　　　　　　　　スイッチ センタク		ワイヤレスマイク組合せ クミアワ

														タイピン型 ガタ				ハンド型 ガタ

												３		６本 ホン				０本 ホン

														①､②､③､④､⑤､⑥

												４		５本 ホン				１本 ホン

														②､③､④､⑤､⑥				①

												5		４本 ホン				２本 ホン

														③､④､⑤､⑥				①､②

												６		２本 ホン				４本 ホン

				　1  2  3  4  5  6       9  10										⑤､⑥				①､②､③､④

												７		１本 ホン				５本 ホン

														⑥				①､②､③､④､⑤

												８		０本 ホン				６本 ホン

																		①､②､③､④､⑤､⑥

				ワイヤレスマイク使用本数選択スイッチについて

				◎ 例えば、選択スイッチ６番を選ぶと、⑤番と⑥番のタイピン型ワイヤレスマイク２本、 タト センタク バン エラ バン バン ガタ ホン

				　①番、②番、③番、④番のハンド型ワイヤレスマイク４本の使用ができます。 バン バン バン バン ガタ ホン シヨウ

				　※あらかじめ使用できるマイクの組合せが決まっていますので、注意してください。 シヨウ クミアワ キ チュウイ



				Ⅲ　有線マイクの使用方法　



				１．機器収納架の「ラック主電源」を入れます。

				２．音声ミキサーの「ページ選択」の「ページ B」のスイッチを押す。スイッチランプ点灯。

				３．音声ミキサーの設定　　有線マイク４本が使用できます。

						フェーダー１(白)：下手(左側)１　舞台 AV操作卓の有線マイク(演者用) エンジャ ヨウ

						フェーダー２(白)：下手(左側)２　有線マイク

						フェーダー５(白)：上手(右側)１　有線マイク

						フェーダー６(白)：上手(右側)２　有線マイク



						フェーダー１１(黄)：全有線マイクの音量調整ができます。

						音声ミキサー   　　   「ページ選択」

								１　２　　　５　６　　　　　　11

								 下手　　　　上手　　　　　全有線マイク













				Ⅳ　ＡＶ調整卓（舞台）の使用方法

				１．機器収納架の「ラック主電源」を入れる。

				２．切替器の「操作卓より」(●)の上下スイッチを押します。

						　 調整室　　機器収納架								　　　切替器 キリカエ キ

						機器収納架「ﾗｯｸ主電源」　　　　　　　　　　　「操作卓より」

				３．ＡＶ調整卓(舞台)の「ワゴン主電源」を入れます。 ブタイ

				４．ＰＣの接続は、接続パネルの「ＨＤＭＩ、ＲＧＢケーブル・音声ケーブル」と卓内から延長された

				　　「ＨＤＭＩ、ＲＧＢケーブル・音声ケーブル」の２系統が接続できます。



				　AV調整卓(舞台)　　　　 HDMI・ RGB/音声ケーブル　　　　　　RGB/音声・HDMIケーブル ブタイ

				　「ワゴン主電源」　　　　　　ＡＶ調整卓  接続パネル                    卓内から延長されたケーブル



				・ＡＶ調整卓下部の切替器のINPUT切替スイッチにより、プロジェクター(上段)及び卓上モニタ チョウセイ

				　(下段)への出力を切替できます。

								切替器のスイッチ

								INPUT1. ：操作卓HDMI(パネル)

								INPUT2. ：操作卓HDMI(ケーブル)

								INPUT3. ：操作卓BD/DVD

								INPUT4. ：操作卓 書画カメラ

								INPUT5. ：操作卓RGB(パネル)

								INPUT7. ：操作卓RGB(ケーブル)

								INPUT8. ：操作卓 ビデオ(パネル)



						切換器

								出力切替 シュツリョク キリカエ

								プロジェクター

								　　卓上モニタ

				Ａ． 調整室内の音声ミキサーでマイク及びＰＣ音声等の音量調整を行う場合

				・音声ミキサーの後部にある「ＬＡＮ」と「電源」各ケーブルの接続を外し、ＡＶ調整卓から外します。



				　　電源コンセント　　　　　　　 LAN端子												　　AV調整卓(舞台)

				音声ミキサーの各ケーブルを外し、舞台下手へ移動する ブタイ シモテ イドウ										　　　音声ミキサーを撤去した状態

				Ｂ．演者がＡＶ調整卓(舞台)の音声ミキサーで音量調整を行う場合 ブタイ

				・ＡＶ調整卓に音声ミキサーをセットします。 チョウセイ タク オンセイ

				・音声ミキサーの後部にある「ＬＡＮ」と「電源」ケーブルの接続を確認し、音声ミキサーの電源

				　を入れます。

				・演者がワイヤレスマイク、有線マイク、ＰＣ音声及びBD/DVDの各フェーダーを操作して音量調整

				　をします。



						音声ミキサーのフェーダーは左側から

						フェーダー1(黄)：全ハンド型ワイヤレスマイクの音量調整

						フェーダー2(黄)：全タイピン型ワイヤレスマイクの音量調整

						フェーダー3(黄)：全有線マイクの音量調整

						フェーダー5(赤)：ＰＣ音声及びＢＤ/ＤＶＤ等のＡＶ音声の

						　　　　　　　　 音量調整。

						(注) 舞台の音声ミキサーでは、有線マイク及びワイヤレスマイク

						個々の音量調整はできません。　

																		１   ２  ３　　　５

																				　ＡＶ音声 オンセイ

				照明調整卓の操作方法

				１．照明操作卓の電源スイッチを右に回し電源を入れます。

				    終了の場合、電源スイッチを左に回します。舞台及び客席の天井照明が作業用照明になります。 サギョウ

				　　最後に客席後部東側入口横にある照明用スイッチで舞台と客席の照明を切ります。 サイゴ キ

				２．照明操作卓 電源スイッチの手前の照明調光用フェーダー(M)は、客室内全ての照明のマスター

				　　フェーダーです。マスターフェーダーを下げると客席天井照明(客席前部、客席後部)、壁ブラン

				　　ケット照明、間接照明、通路照明が暗くなります。

				３．照明操作卓中央にある「手動・オート」 スイッチを押し､「手動」にします。赤ランプが点灯します。

				４．「手動・オート」 スイッチの右側にある舞台照明用フェーダーを上下２回、左右同時にスライド

				　　します。その際、照明操作卓上部にある舞台照明[１]側にセットしている舞台全体照明、舞台照明

				　　［２］側セットしている司会・演者の照明が、１側から２側へ、またその逆へと照明がフェーダー

				　　を動かす毎に照明のセッティングが代ります。

				　　照明係としては、２.の客席照明のフェーダー操作、４.の舞台と演者・司会用フェーダーの操作を

				　　行うことにより会の進行をスムーズに行うことができます。 オコナ

				プロジェクターの操作方法



				１．電源スイッチは、プロジェクター本体後部にある「ＰＯＷＥＲ ＯＮ」スイッチを押します。

				　　約６０秒後にランプが点灯します。 テントウ

				２．プロジェクターの電源を切る場合は、「ＳＴＡＮＤ ＢＹ」スイッチを２度押します。

				　　プロジェクターのランプの明かりを一時的に遮光してスクリーンへ画像や映像を投影しなくす

				　　ることを「映像ミュート」と言いますが、操作は、調整室側あるいは舞台側で行います。

						ａ.調整室側操作

						　リモコンとプロジェクターが接続されていることを確認します。

						　プロジェクターの映像が出ている際に、リモコンの「ＳＨＵＴＴＥＲ」ボタンを押し、

						　プロジェクターの映像が出なくなることを確認します。（映像ミュート動作中） ドウサ

						　再度「ＳＨＵＴＴＥＲ」スイッチを押すと映像が出ます。

						ｂ.舞台側操作

						・調整室側操作の際に、リモコンがプロジェクターに接続されていましたが、そのケーブル

						　を抜いて、舞台操作側のケーブルを接続します。

						・舞台側の操作の際に、下手側(右側)袖の壁面下に各種ケーブルの接続盤があり、プロジェ サイ

						　クターのリモコンがケーブルで接続してあるか確認します。

						・次にａ.の調整室側操作と同様の操作を行い、プロジェクターの映像が投影されるか確認 トウエイ

						　します。

				講堂内の設備等について



				１．調整室入口横に照明調整卓及び音声ミキサー用のスポットライト用スイッチと調光用フェーダーが チョウセイシツ オンセイ ヨウ

				　　あります。

				２．調整室入口の横に調整室天井照明スイッチ及び客席への通路の天井照明用スイッチがあります。 オヨ ツウロ

				３．調整室内に可搬型の１００インチ(４：３型)スクリーンが１台あります。

				４．客席前方上手側出入口を出たところに映写台が１台あります。 キャクセキ

				５．調整室内には、投影サイズ４：３のプロジェクター(ＲＧＢ入力)が１台あります。 ニュウリョク

				６．レーザーポインターは常設していません。ご用意ください。

				７．舞台の吊バトンに垂幕や横断幕をセットすることができます。												垂幕のサイズ、製作等について タレマク セイサク トウ

				　　は、視聴覚教育センターまで　お問合せください。 シチョウカク キョウイク トイアワ

				　　吊物機構操作盤でバトンを昇降させて幕をセットします。

				　　横断幕をセットする場合、大きいサイズのものをセットすると　横断幕の下部と投影される映像 エイゾウ

				　　の上部が被る恐れがありますので注意してください。

				８．吊物機構操作盤を操作して化粧扉を開けてスクリーンをセットする場合、必ず、化粧扉が左右に ア

				　　移動する床部分に障害物がないか、確認を行ってください。

				９．講堂使用後、出入口６ヶ所は、開放状態にしてください。

				１０．講堂の空調の調節は、保安室に連絡してください。 チョウセツ

				１１．講堂の利用申込みの際、利用当日２階アリーナで学生の運動部が使用している場合があります。

				　　 アリーナの音が講堂に響くことがありますので、申込みの際に教学課にご相談ください。

				１２．平成記念会館館内及び周辺は禁煙です。
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Sheet1

				音声機器の使用方法

						準備



				機器収納架の「ラック主電源」を入れます。

				(注)「音声ミキサー」、「音響ワゴン」に電源が入ります。

				　　　機器収納架 ﾗｯｸ主電源								　　　音声ミキサー						　音響ワゴン

				Ⅰ　有線マイク、ワイヤレスマイクについて



						有線マイク						ハンド型　　 　　タイピン型

												ワイヤレスマイク 

				・有線マイクは、口元から１０ｃｍ離して話します。風防を手で覆わないで使用します。

				・タイピン型ワイヤレスマイクは、ネクタイや襟に取付けて使用します。 エリ トリツ シヨウ



				ワイヤレスマイクのハンド型とタイピン型各６本には、青、赤、黄、緑、橙、紫色の色分けラベルが イロ ワ

				貼付されています。音声ミキサーのフェーダー①～⑥にも色分けラベルが貼付されています。



				ﾜｲﾔﾚｽﾏｲｸ色別表示				ページ選択		青		赤		黄		緑		橙		紫

				ワイヤレスマイク				A		①		②		③		④		⑤		⑥

				有線マイク				B		①		②		③		④		⑤		⑥

												ワイヤレスマイクのハンド型とタイピン型で、色分け

												ラベルが同色のものは、同時使用はできません。

				　 ①　　②　 ③　 ④　 ⑤　　⑥

				　　　　　音声ミキサー

						ハンド型　　　　　　　　　　　　　タイピン型　　　　　　　　　　　　充電中

						ワイヤレスマイクの色別表示（左から１～６）



				（注1）  使用後は、必ず充電器にワイヤレスマイク本体を挿して充電してください。



				Ⅱ　ワイヤレスマイクの使用方法　

				１．準備　機器収納架の「ラック主電源」を入れる。

				２. 音声ミキサーの「ページ選択」 の「ページA」のスイッチを押します。スイッチランプが点灯。

				３．ワイヤレスマイクは、最大６本同時使用できます。

				４．音声ミキサー「ページ選択」の右側に「ワイヤレスマイクの使用本数選択スイッチ」があり、 ガワ

				　　ワイヤレスマイクを使用する際のタイプ別選択スイッチになっています。 シヨウ サイ ベツ センタク

				(注) ハンド型３本、タイピン型３本を使用する設定はありません。



				・９番スイッチは、すべてのハンド型ワイヤレスマイクの音量調整ができます。

				・１０番スイッチは、すべてのタイピン型ワイヤレスマイクの音量調整ができます

						　音声ミキサー						ワイヤレスマイク使用本数選択スイッチ シヨウ ホンスウ センタク

												選択　　　　　　　　　　　　スイッチ センタク		ワイヤレスマイク組合せ クミアワ																				3				4				5				6				7				8

														タイピン型 ガタ				ハンド型 ガタ														タイピン型 ガタ		６本 ホン		①､②､③
④､⑤､⑥		５本 ホン		②､③､④
⑤､⑥		４本 ホン		③､④
⑤､⑥		２本 ホン		⑤､⑥		１本 ホン		⑥		０本 ホン

												３		６本 ホン				０本 ホン

														①､②､③､④､⑤､⑥																		ハンド型 ガタ		０本 ホン				１本 ホン		①		２本 ホン		①､②		４本 ホン		①､②
③､④		５本 ホン		①､②､③
④､⑤		６本 ホン		①､②､③
④､⑤､⑥

												４		５本 ホン				１本 ホン

														②､③､④､⑤､⑥				①

												5		４本 ホン				２本 ホン

														③､④､⑤､⑥				①､②

												６		２本 ホン				４本 ホン

				　1  2  3  4  5  6       9  10										⑤､⑥				①､②､③､④

												７		１本 ホン				５本 ホン

														⑥				①､②､③､④､⑤

												８		０本 ホン				６本 ホン

																		①､②､③､④､⑤､⑥

				ワイヤレスマイク使用本数選択スイッチについて

				◎ 例えば、選択スイッチ６番を選ぶと、⑤番と⑥番のタイピン型ワイヤレスマイク２本、 タト センタク バン エラ バン バン ガタ ホン

				　①番、②番、③番、④番のハンド型ワイヤレスマイク４本の使用ができます。 バン バン バン バン ガタ ホン シヨウ

				　※あらかじめ使用できるマイクの組合せが決まっていますので、注意してください。 シヨウ クミアワ キ チュウイ



				Ⅲ　有線マイクの使用方法　



				１．機器収納架の「ラック主電源」を入れます。

				２．音声ミキサーの「ページ選択」の「ページ B」のスイッチを押す。スイッチランプ点灯。

				３．音声ミキサーの設定　　有線マイク４本が使用できます。

						フェーダー１(白)：下手(左側)１　舞台 AV操作卓の有線マイク(演者用) エンジャ ヨウ

						フェーダー２(白)：下手(左側)２　有線マイク

						フェーダー５(白)：上手(右側)１　有線マイク

						フェーダー６(白)：上手(右側)２　有線マイク



						フェーダー１１(黄)：全有線マイクの音量調整ができます。

						音声ミキサー   　　   「ページ選択」

								１　２　　　５　６　　　　　　11

								 下手　　　　上手　　　　　全有線マイク













				Ⅳ　ＡＶ調整卓（舞台）の使用方法

				１．機器収納架の「ラック主電源」を入れる。

				２．切替器の「操作卓より」(●)の上下スイッチを押します。

						　 調整室　　機器収納架								　　　切替器 キリカエ キ

						機器収納架「ﾗｯｸ主電源」　　　　　　　　　　　「操作卓より」

				３．ＡＶ調整卓(舞台)の「ワゴン主電源」を入れます。 ブタイ

				４．ＰＣの接続は、接続パネルの「ＨＤＭＩ、ＲＧＢケーブル・音声ケーブル」と卓内から延長された

				　　「ＨＤＭＩ、ＲＧＢケーブル・音声ケーブル」の２系統が接続できます。



				　AV調整卓(舞台)　　　　 HDMI・ RGB/音声ケーブル　　　　　　RGB/音声・HDMIケーブル ブタイ

				　「ワゴン主電源」　　　　　　ＡＶ調整卓  接続パネル                    卓内から延長されたケーブル



				・ＡＶ調整卓下部の切替器のINPUT切替スイッチにより、プロジェクター(上段)及び卓上モニタ チョウセイ

				　(下段)への出力を切替できます。

								切替器のスイッチ

								INPUT1. ：操作卓HDMI(パネル)

								INPUT2. ：操作卓HDMI(ケーブル)

								INPUT3. ：操作卓BD/DVD

								INPUT4. ：操作卓 書画カメラ

								INPUT5. ：操作卓RGB(パネル)

								INPUT7. ：操作卓RGB(ケーブル)

								INPUT8. ：操作卓 ビデオ(パネル)



						切換器

								出力切替 シュツリョク キリカエ

								プロジェクター

								　　卓上モニタ

				Ａ． 調整室内の音声ミキサーでマイク及びＰＣ音声等の音量調整を行う場合

				・音声ミキサーの後部にある「ＬＡＮ」と「電源」各ケーブルの接続を外し、ＡＶ調整卓から外します。



				　　電源コンセント　　　　　　　 LAN端子												　　AV調整卓(舞台)

				音声ミキサーの各ケーブルを外し、舞台下手へ移動する ブタイ シモテ イドウ										　　　音声ミキサーを撤去した状態

				Ｂ．演者がＡＶ調整卓(舞台)の音声ミキサーで音量調整を行う場合 ブタイ

				・ＡＶ調整卓に音声ミキサーをセットします。 チョウセイ タク オンセイ

				・音声ミキサーの後部にある「ＬＡＮ」と「電源」ケーブルの接続を確認し、音声ミキサーの電源

				　を入れます。

				・演者がワイヤレスマイク、有線マイク、ＰＣ音声及びBD/DVDの各フェーダーを操作して音量調整

				　をします。



						音声ミキサーのフェーダーは左側から

						フェーダー1(黄)：全ハンド型ワイヤレスマイクの音量調整

						フェーダー2(黄)：全タイピン型ワイヤレスマイクの音量調整

						フェーダー3(黄)：全有線マイクの音量調整

						フェーダー5(赤)：ＰＣ音声及びＢＤ/ＤＶＤ等のＡＶ音声の

						　　　　　　　　 音量調整。

						(注) 舞台の音声ミキサーでは、有線マイク及びワイヤレスマイク

						個々の音量調整はできません。　

																		１   ２  ３　　　５

																				　ＡＶ音声 オンセイ

				照明調整卓の操作方法

				１．照明操作卓の電源スイッチを右に回し電源を入れます。

				    終了の場合、電源スイッチを左に回します。舞台及び客席の天井照明が作業用照明になります。 サギョウ

				　　最後に客席後部東側入口横にある照明用スイッチで舞台と客席の照明を切ります。 サイゴ キ

				２．照明操作卓 電源スイッチの手前の照明調光用フェーダー(M)は、客室内全ての照明のマスター

				　　フェーダーです。マスターフェーダーを下げると客席天井照明(客席前部、客席後部)、壁ブラン

				　　ケット照明、間接照明、通路照明が暗くなります。

				３．照明操作卓中央にある「手動・オート」 スイッチを押し､「手動」にします。赤ランプが点灯します。

				４．「手動・オート」 スイッチの右側にある舞台照明用フェーダーを上下２回、左右同時にスライド

				　　します。その際、照明操作卓上部にある舞台照明[１]側にセットしている舞台全体照明、舞台照明

				　　［２］側セットしている司会・演者の照明が、１側から２側へ、またその逆へと照明がフェーダー

				　　を動かす毎に照明のセッティングが代ります。

				　　照明係としては、２.の客席照明のフェーダー操作、４.の舞台と演者・司会用フェーダーの操作を

				　　行うことにより会の進行をスムーズに行うことができます。 オコナ

				プロジェクターの操作方法



				１．電源スイッチは、プロジェクター本体後部にある「ＰＯＷＥＲ ＯＮ」スイッチを押します。

				　　約６０秒後にランプが点灯します。 テントウ

				２．プロジェクターの電源を切る場合は、「ＳＴＡＮＤ ＢＹ」スイッチを２度押します。

				　　プロジェクターのランプの明かりを一時的に遮光してスクリーンへ画像や映像を投影しなくす

				　　ることを「映像ミュート」と言いますが、操作は、調整室側あるいは舞台側で行います。

						ａ.調整室側操作

						　リモコンとプロジェクターが接続されていることを確認します。

						　プロジェクターの映像が出ている際に、リモコンの「ＳＨＵＴＴＥＲ」ボタンを押し、

						　プロジェクターの映像が出なくなることを確認します。（映像ミュート動作中） ドウサ

						　再度「ＳＨＵＴＴＥＲ」スイッチを押すと映像が出ます。

						ｂ.舞台側操作

						・調整室側操作の際に、リモコンがプロジェクターに接続されていましたが、そのケーブル

						　を抜いて、舞台操作側のケーブルを接続します。

						・舞台側の操作の際に、下手側(右側)袖の壁面下に各種ケーブルの接続盤があり、プロジェ サイ

						　クターのリモコンがケーブルで接続してあるか確認します。

						・次にａ.の調整室側操作と同様の操作を行い、プロジェクターの映像が投影されるか確認 トウエイ

						　します。

				講堂内の設備等について



				１．調整室入口横に照明調整卓及び音声ミキサー用のスポットライト用スイッチと調光用フェーダーが チョウセイシツ オンセイ ヨウ

				　　あります。

				２．調整室入口の横に調整室天井照明スイッチ及び客席への通路の天井照明用スイッチがあります。 オヨ ツウロ

				３．調整室内に可搬型の１００インチ(４：３型)スクリーンが１台あります。

				４．客席前方上手側出入口を出たところに映写台が１台あります。 キャクセキ

				５．調整室内には、投影サイズ４：３のプロジェクター(ＲＧＢ入力)が１台あります。 ニュウリョク

				６．レーザーポインターは常設していません。ご用意ください。

				７．舞台の吊バトンに垂幕や横断幕をセットすることができます。												垂幕のサイズ、製作等について タレマク セイサク トウ

				　　は、視聴覚教育センターまで　お問合せください。 シチョウカク キョウイク トイアワ

				　　吊物機構操作盤でバトンを昇降させて幕をセットします。

				　　横断幕をセットする場合、大きいサイズのものをセットすると　横断幕の下部と投影される映像 エイゾウ

				　　の上部が被る恐れがありますので注意してください。

				８．吊物機構操作盤を操作して化粧扉を開けてスクリーンをセットする場合、必ず、化粧扉が左右に ア

				　　移動する床部分に障害物がないか、確認を行ってください。

				９．講堂使用後、出入口６ヶ所は、開放状態にしてください。

				１０．講堂の空調の調節は、保安室に連絡してください。 チョウセツ

				１１．講堂の利用申込みの際、利用当日２階アリーナで学生の運動部が使用している場合があります。

				　　 アリーナの音が講堂に響くことがありますので、申込みの際に教学課にご相談ください。

				１２．平成記念会館館内及び周辺は禁煙です。
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音響機器 音声ミキサーを使用する方法

②

ワイヤレス
マイク①

ワイヤレス
マイク②

ワイヤレス
マイク③

ワイヤレス
マイク④

ワイヤレス
マイク⑤

ワイヤレス
マイク⑥

スイッチャ
音声

音響ワゴン
音声

ワイヤレスマイク
ハンドMIX

ワイヤレスマイク
タイピンMIX

有線マイク
MIX

AV音声
MIX

PC、BD/DVDプレイ
ヤー、VHSデッキの音
量調整を行います。

CDプレイヤーの音量調
整を行います。

全てのワイヤレスハンド
マイクの音量調整を行い
ます。

全てのワイヤレスタイピン
マイクの音量調整を行い
ます。

全ての有線マイクの音量
調整を行います。

全ての機器の音量調整
を行います。

各ワイヤレスマイクの音量調整を行います。

A

有線マイク
①

有線マイク
②

有線マイク
③

有線マイク
④

有線マイク
⑤

有線マイク
⑥

各有線マイクの音量調整を行います。

B

①「ページA」か「ページB」を選

択し、それぞれのページに割
り振られた音量を調整します。

②マイクの詳細については１１ページを参照してください。

③

③フェーダー（つまみ）を下げると音量が下がり、上げると音量が上がります。

舞台で操作する場合

電源 LAN

①「ＬＡＮ」と「電源」ケーブルをミキサーに接続しま
す。

②「POWER」ボタンを押し電源を入れます。

③フェーダー（つまみ）を上下し音量を調整します。

※有線マイク及びワイヤレスマイク個々の音量調
整は調整室でしかできません。
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①

①

②

③


Sheet1

		A		ワイヤレス
マイク①		ワイヤレス
マイク②		ワイヤレス
マイク③		ワイヤレス
マイク④		ワイヤレス
マイク⑤		ワイヤレス
マイク⑥

				各ワイヤレスマイクの音量調整を行います。 カク オンリョウチョウセイ オコナ

				スイッチャ
音声 オンセイ		音響ワゴン
音声 オンキョウ オンセイ		ワイヤレスマイク
ハンドMIX		ワイヤレスマイク
タイピンMIX		有線マイク
MIX ユウセン		AV音声
MIX オンセイ

				PC、BD/DVDプレイヤー、VHSデッキの音量調整を行います。		CDプレイヤーの音量調整を行います。		全てのワイヤレスハンドマイクの音量調整を行います。 スベ オンリョウ チョウセイ オコナ		全てのワイヤレスタイピンマイクの音量調整を行います。 スベ オンリョウ チョウセイ オコナ		全ての有線マイクの音量調整を行います。 スベ ユウセン オンリョウ チョウセイ オコナ		全ての機器の音量調整を行います。 スベ キキ オンリョウ チョウセイ オコナ






Sheet1

		A		ワイヤレス
マイク①		ワイヤレス
マイク②		ワイヤレス
マイク③		ワイヤレス
マイク④		ワイヤレス
マイク⑤		ワイヤレス
マイク⑥

				各ワイヤレスマイクの音量調整を行います。 カク オンリョウチョウセイ オコナ

				スイッチャ
音声 オンセイ		音響ワゴン
音声 オンキョウ オンセイ		ワイヤレスマイク
ハンドMIX		ワイヤレスマイク
タイピンMIX		有線マイク
MIX ユウセン		AV音声
MIX オンセイ

				PC、BD/DVDプレイヤー、VHSデッキの音量調整を行います。		CDプレイヤーの音量調整を行います。		全てのワイヤレスハンドマイクの音量調整を行います。 スベ オンリョウ チョウセイ オコナ		全てのワイヤレスタイピンマイクの音量調整を行います。 スベ オンリョウ チョウセイ オコナ		全ての有線マイクの音量調整を行います。 スベ ユウセン オンリョウ チョウセイ オコナ		全ての機器の音量調整を行います。 スベ キキ オンリョウ チョウセイ オコナ

		B		有線マイク
① ユウセン		有線マイク
② ユウセン		有線マイク
③ ユウセン		有線マイク
④ ユウセン		有線マイク
⑤ ユウセン		有線マイク
⑥ ユウセン

				各有線マイクの音量調整を行います。 カク ユウセン オンリョウチョウセイ オコナ

				ライン１１		ライン１２		エアモニタ
マイク１		エアモニタ
マイク２		録音用
マイク音声 ロクオンヨウ オンセイ









【調光卓全体】
①電源ボタンを押してください。

②電源が入ると、自動的に場面・シーンページの
ボタンが赤く点灯します。
場面/シーンページ内の点灯していない別の
ボタンは押さないようにして下さい。
事前に登録済の照明状態に移行できなくなります。
間違って押した場合は、もう一度
【場面：A シーンページ：１】を選択し直して
ください。

③ ～ のシーンボタンを押すと自動的に
各ボタンに登録済の照明状態に移行します。
1～10ボタンの登録内容については下記の
「シーン別照明一覧」を参照してください。
※選択中の番号は赤色に、他の選択可能な番号は
緑色に点灯します。

【シーン別照明一覧】
シーン ：「舞台B 全照」…舞台と客席の照明がすべて点灯します。
シーン ：「舞台B+中央スポット」…舞台のベース照明と中央のスポットライトのみ点灯します。
シーン ：「舞台B+全スポット」…舞台のベース照明とすべてのスポットライトが点灯します。
シーン ：「演者のみ」…演者の立ち位置にある照明のみ点灯します。
シーン ：「司会+演者」…司会と演者の立ち位置にある照明のみが点灯します。
シーン ：「質疑」…質疑応答に適した照明が点灯します。
シーン ：「舞台全消」…舞台の照明が全て消えます。※客席の照明は全て点灯したままです。
シーン ：「全消灯」…舞台と客席の照明がすべて消灯します。

拡
大

青色網掛け部分のボタンと
レバー類は触らないでください！

●

●

●

1 10

1

2

3

5

6

7

9

10

照明機器 照明操作卓の使用方法
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照明機器 照明について

②

①ベースライト（Ｂ）：舞台全体の照明を行います。
②サスライト（Ｓ）：舞台上の定点の照明を行います。
③シーリングライト（ＣＬ）：対象物を正面から照明します。
④客席照明１：客席前方部分の調光を行います。
⑤客席照明２：客席後方部分の調光を行います。
⑥壁ブランケット照明：左右壁面部分の調光を行います。
⑦通路照明：２枚扉の通路部分の調光を行います。
⑧間接照明：後方の壁部分の調光を行います。

- 14 -

④

⑤

⑥

③

①

⑦

⑧



その他 天井カメラでの収録方法

①調整室内のカメラ収録ワゴン内にある「電源」ボタンを押します。

①

②

⑥

③レコーダーにSDメモリカードを入れます。

②レコーダーの「POWER」ボタンを押します。

④

⑤

③

- 15 -

フォーマットについて：SDメモリカードの内容を消去して、データを書
き込める状態にすることです。
※データが消去されてしまいますので、必要があればバックアップ
をとっておいてください。

https://pro-av.panasonic.net/manual/jp/03_doui.html?code=VQT3U95&name=AG-HMR10A%20メ
モリーカードポータブルレコーダー&pagetype=C&lang=ja

AG-HMR10A（レコーダー）取扱説明書
（画質設定やフォーマットのやり方等については以下URLの取扱説明書のページを参考にしてくだ
さい）

⑥レコーダーの「REC/PAUSE」ボタンを押します。

④カメラリモコンの●印の付いた「１」のボタンを押します。
⑤プリセットで大まかな位置にカメラを合わせます。
※細かな位置取りは「ZOOM」ボタンと「PAN/TILT」レバーを操作して
行ってください。
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